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はじめに 

薄鋼板の製造工程において、ローラーと鋼板が接触するこ

とにより表面品質の劣化が問題点として挙げられるが、その

解決策として電磁力による鋼板の浮上・搬送制御が考えられ

ている 1,2,3)。これまでに電磁石によって水平方向から浮上中

の鋼板形状を差分法により導出し、エッジに印加した磁場に

関する鋼板のたわみ抑制効果について検討している 4)。しか

し、電磁石の定常電流値を変化させた際については未だ詳細

な検討が行えていない。そこで本報告では、定常電流値を変

化させた際の浮上中の鋼板に発生するたわみ量に関する評

価について検討を行った。 

制御システムおよび解析方法 

 磁気浮上システムの概略を Fig.1 に示す。浮上対象は長さ

800mm、幅 600mm、厚さ 0.24mm の長方形亜鉛めっき鋼板

（材質 SS400）とする。電磁場解析を行い鋼板に印加される

吸引力分布を算出し、水平方向から磁場が印加された浮上中

の鋼板形状を差分法により導出し、得られた鋼板形状の平均

たわみ量 JZと評価値 Jを式(1)のように定義した。 
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 Fig.2 に電磁石定常電流値と評価値 J の解析結果を示す。

評価値 J は 1 から低い値をとるほど水平方向から磁場を印加することにより鋼板の形状が平坦に改善されて

いることを示す。解析結果より電流値を上げていくに伴い、評価値が減少する傾向が見られた。また、電流

値を 0.025A加えた際に評価値（たわみ量）が急激に低下することも確認できた。このことから、シミュレー

ションにより水平方向からの磁場を強くすることで薄鋼板の浮上安定性が向上することが確認できた。 
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Fig. 1 Electromagnetic levitation control system 

 
Fig. 2 Relationship of the evaluation value       

and steady current 
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